
第20回 合志市民
健康カントリーマラソン大会
▶と　き　令和9年１月9日（土）　午前９時開会（小雨決行）
　　　　　※中止の場合は、当日午前７時に市ホームページにてお知らせします

▶ところ　県農業公園カントリーパーク

申込期限　11月20日（金） 午後５時
●問い合わせ先　生涯学習課　スポーツ振興班　☎０９６－２４８－５５５５

▶参加料（保険料含む）
小・中学生　　　    500円
高校生・一般　　1,000円
ファミリーの部　1,500円（大人1人・こども1人）
　　　　　　　　2,000円（大人1人・こども2人）

▶参加資格
・健康に自信のある市内在住者
・市内事業所在勤者および在学者
▶申込方法
・�申込書に必要事項を記入し、参加料と一緒に窓口へ申し込んでくださ
い。申込書は市ホームページからダウンロードまたは各申込先窓口に
あります。

・�各部門の参加申し込みは1人1部門（ファミリーの部のみ重複申し込
み可能）

※郵送での申し込みはできません
▶申込先
①総合センター「ヴィーブル」　生涯学習課
受付　午前8時30分〜午後5時（土日祝も可）

②御代志市民センター・泉ヶ丘市民センター・須屋市民センター
黒石市民センター・野々島市民センター・栄市民センター「みどり館」
受付　午前8時30分〜午後5時（休館日および土日祝以外）

私たちのまちには、さまざまな事情で自分の家族と一緒に暮らすことができないこどもたちがいます。
そうしたこどもたちに、愛情と温かい家庭での生活を提供するのが『里親制度』です。里親家庭は、特別な
資格があるのではなく、こどもたちを温かく迎え入れ、その成長を見守る『ごく普通の家庭』です。家庭で
過ごす経験は、こどもたちの健やかな成長と自立に向けた力を育むうえで、かけがえのない宝物となります。
「自分に務まるだろうか」「経済的な負担は」といったご心配はあるかと思いますが、児童相談所や里親支
援センターなどがしっかりとサポートします。

里親になることは、こどもたちに幸せを届けるだけでなく、里親家庭自身にも大きな喜びと成長をもた
らします。

『里親』という選択肢は、特別なことではありません。もし、この文章を読んで少
しでも心が動いたなら、それはこどもを支える大きな力になるかもしれません。こ
どもは、地域の宝です。全てのこどもが「生まれてきてよかった」と思える社会にす
るために、私たちにできることを一緒に考えてみませんか。
制度を詳しく知りたい、里親さんの体験談が聞きたい、どんなことでも結構です。

まずは気軽にお問い合わせください。

新しい家族の形や
価値観との出会い

地域社会への
貢献と感謝の気持ち

●問い合わせ先　慈愛園乳児ホーム 養育家庭支援センターきらきら
　　　　　　　　☎ ０９６－３８３－８１００
　　　　　　　　{kirakira@jiaien.or.jp

里親になる前の研修はもち
ろん、里親になった後も、里
親等支援員による継続的な相
談や助言を提供します。

研修と相談
こども特有の悩みや行動に

ついては、専門家と連携して
サポートします。

専門的なケア
こどもの養育にかかる費

用、教育費、医療費などは、
公的な里親手当や生活費とし
て支払われます。

経済的な支援

部門A 1.5kmコース
（1）小学校低学年男子の部（1・2年生）
（2）小学校低学年女子の部（1・2年生）
（3）ファミリーの部
　　（大人1人に対し、5歳以上小学3年生以下2人まで）
（4）車イスの部（小学生以上）　※1kmコース

部門B 2kmコース
（5）小学校中学年男子の部（3・4年生）
（6）小学校中学年女子の部（3・4年生）
（7）小学校高学年男子の部（5・6年生）
（8）小学校高学年女子の部（5・6年生）

部門C 3kmコース
（9）中学生男子の部
（10）高校生以上男子の部
（11）40歳以上男子の部
（12）中学生女子の部
（13）高校生以上女子の部
（14）40歳以上女子の部

部門D ６kmコース
（15）一般男子の部（中学生以下は不可）
（16）一般女子の部（中学生以下は不可）

＼ 地域の力でこどもたちの未来を育む ／

里親里親になりませんかになりませんか
全てのこどもに安心できる居場所を

里親になることで得られるもの

こどもの成長を
間近で見守る喜び

お楽しみお楽しみ

抽選会も抽選会も
開催開催

▲市ホームページ

▲慈愛園乳児ホーム
　ホームページ

16広報 こうし　2026.1017 広報 こうし　2026.10


